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１．教育目標  

小児外科疾患の発生学や病態を理解し、治療成績の改善や新たな治療法を開発することを目的とした、臨

床的、基礎的な研究を行うために必要な高度の研究能力およびその基礎となる学識を身につける。 

当科で行っている具体的な研究領域は、 

（1）新生児の周術期管理に関する研究 

（2）内視鏡外科を中心とした低侵襲手術に関する研究 

（3）小児悪性腫瘍に関する臨床・基礎研究 

（4）障害児の栄養管理に関する研究などで、臨床上の問題点を明らかにして、基礎的な研究に展開していま

す。 

 

２．到達目標  

（1）研究を計画する際に、臨床上の問題点をよく理解、分析したうえで、さらにその研究領域をカバーする

文献、情報収集ができる。 

（2）実験手技を習得し、最後まで実験をすすめることができる。 

（3）実験結果を正確かつ論理的にまとめ、適切な統計処理ができる。 

（4）研究テーマに関してどういった点が独創的であるのか見極められ、過去の論文との比較検討ができる。 

（5）他の研究者とアイデアの交換ができた、他施設との共同研究に参加できる。 

 

３．成績評価の方法と基準 

成績の評価は、本学で定められた「成績の評価基準」に基づき、到達目標に対する達成度及び修得すべき

基礎知識・技能の修得度により行う。 

実習への参加態度（25％）、症例レポートの内容（25％）、発表・討議の内容（25％）、口頭試問の実施

（25％） 

 

４．教科書・参考書 

（1）系統小児外科学 （改訂第３版） 永井書店 

（2）標準小児外科学（第 7版） 医学書院 

 

５．準備学習 

予習としては、「与えられた課題について教科書等で調べる」（１時間程度） 

復習としては、「授業後にレポートを提出する」（１時間程度） 

 

６．フィードバック方法 

当該年度修了時に提出する「研究計画書」又は「研究進捗・指導状況報告書」によりフィードバックを実

施する。 
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（第１学年・昼間開講）                                 【小児外科学】 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
一般外科、小児外科における 

手術適応、症例検討 
大植教授 月曜/2限 通年 4 

カンファレン

スルーム 

実習 小児外科の手術手技 田附准教授 
火曜/1-2

限 
通年 4 

手術 
センター 

実習 小児外科疾患の発生と病態 大植教授 
水曜/3-4

限 
通年 4 カンファレン

スルーム 

講義 小児外科疾患の診断法と手術手技 田附准教授 水曜/4限 半年 2 カンファレン

スルーム 

実習 小児外科の術前術後管理 大植教授 
金曜 1-2

限 
通年 4 病棟 

 
（第１学年・夜間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
一般外科、小児外科における 

手術適応、症例検討 
大植教授 月曜/6限 通年 4 カンファレン

スルーム 

実習 小児外科の手術手技 田附准教授 
火曜/6-7

限 
通年 4 

カンファレン

スルーム 

実習 小児外科疾患の発生と病態 大植教授 
水曜/6-7

限 
通年 4 

カンファレン

スルーム 

講義 小児外科疾患の診断法と手術手技 田附准教授 水曜/7限 半年 2 カンファレン

スルーム 

実習 小児外科の術前術後管理 大植教授 金曜 6-7限 通年 4 病棟 

 
 
（第 2学年・昼間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

実習 小児外科疾患の診断法 田附准教授 月曜/3-4限 通年 4 放射線医療
センター 

演習 
一般外科、小児外科における 

手術適応、症例検討 
大植教授 月曜/4限 半年 2 

カンファレン

スルーム 

実習 小児外科疾患の診察法 大植教授 木曜/3-4限 通年 4 外来・病棟 

実習 小児外科疾患の手術手技 田附准教授 金曜/1-2限 通年 4 手術 
センター 

 
（第 2学年・夜間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

実習 小児外科疾患の診断法 田附准教授 月曜/6-7限 通年 4 放射線医療
センター 

演習 
一般外科、小児外科における 

手術適応、症例検討 
大植教授 月曜/7限 半年 2 カンファレン

スルーム 

実習 小児外科疾患の診察法 大植教授 木曜/6-7限 通年 4 外来・病棟 

実習 小児外科疾患の手術手技 田附准教授 金曜/6-7限 通年 4 手術 
センター 
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